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９月の主な行事予定 

９月  ３日（水）まで 学習強化週間 

４日（木）～９日（火）第２回定期試験 

10日（水） 生徒休業日 

12日（木） ④答案返却、教育相談 

13日（土）  土曜講座、SOW（山梨大学生命環境学部訪問） 

16日（火）  保護者対象進路研修会（17：00～）、▲カセット 

17日（水） 登校時マナーアップ運動、①②5分短縮、芸術鑑賞会（YCC文化ホール） 

18日（木） 運動会 

19日（金） 第 2回バイク通学者説明会（放課後） 

24日（水） ▲カセット 

25日（木） 運動会（予備日） 

26日（金） 第 2回進路希望調査 

2７日（土） 駿台模試（希望者） 

30日（火） ⑦納め式、新生徒会役員認証式・生徒会役員交代式、前期終業式、５分短縮 

 

 

 

 

 

 

「学年通信」は、生徒の皆さんが読み終わった後、必ず保護者の方に渡してください。 

夏の思い出 

                                ２学年主任 古屋 彰士 

＜其の一＞ 

私が住んでいる地域で開催されていた魚（ニジマス）のつかみどり大会と盆踊り祭りがコロナ禍以降６

年ぶりに復活しました。今年で第４６回ということなので、私が生まれる少し前から開催されていたよう

です。今は準備をする側になってしまいましたが、子どもの頃、毎年楽しみにしていた地域の行事です。

（本物の）川で泳いでいる魚を素手でつかまえるのって結構難しかったけど、毎年やっていると次第に魚

の居場所やコツがわかってくるんだよなあとか、かき氷（ブルーハワイ）を食べ過ぎて、口のまわりを真

っ青にしながら、お腹を痛めてお顔も真っ青になっていたなあなど、久しぶりに開催された行事に参加す

る子ども達の様子をみながら、昔のことを懐かしく思い出していました。同じ地域に住んでいるはずなの

にこの時にしか顔を見ない人もいたりして・・・。この行事も次第に運営が厳しくなっており、今年も開

催するかしないかでかなり議論がなされました。個人的には、何とかやり方を工夫しながらできる限り続

けていきたいと思っています。バーチャルでの体験もいいけれど、やっぱり人々が実際に集ってワイワ

イ、がやがやするのがいいですね。 

＜其の二＞ 

 昭和２０年８月１０日（金）生まれの父が８０歳の誕生日を迎えたので、ささやかながらお祝いをしま

した。戦後○年と父の年齢が重なるため、毎年夏に戦後○年という新聞記事をみては、親父ももうこんな

年なのかと思ってはいましたが、ついに８０、そりゃ耳も遠くなるわな、と切なさを覚えながら補聴器を

プレゼントしました。夏休み前の全校集会で校長先生がおっしゃっていましたが、今年は戦後８０年で

す。このような年に修学旅行で沖縄を訪れる意義についてあらためて考えてみたいと思います。 

 



 

【２学年リレー通信】 

 

「些事にこだわりたい」 

２年５組 担任 古屋 卓人 

  

どうも最近は体の衰えを無視することが出来ない…。何を唐突に話すかと思った人はご容赦いただ

きたい。肌の乾燥、体力・免疫の低下、不意のケガ…挙げればキリがない。少し前は「寝ればすぐに疲

労なんて抜けたのにな～。」なんてすぐに愚痴をこぼしてしまう。今では私にとって、入念なストレッ

チやケア、体作りは欠かせない。筋トレは特にそうだけど、やりだすまでが精神的に本当に辛い。次の

日は筋肉痛でもっと辛い。だけど、やらないといわゆる「典型的なおじさん」に向かっていく一方だ。

この葛藤にいつも頭を悩ませられる。体作りは一朝一夕でできるものではないもんね。 

いろいろな部活動の練習風景を見るのが実は好きなんだよね。教室以外のみんなの表情が見られる

と多くの発見ができた気がする。そして、みんなが熱中する姿に「一所懸命」の言葉が時折、脳裏をよ

ぎる。 

一所懸命とは、ある事柄に全力を尽くす様子らしい…。（AIによる概要） 

私はこの言葉を単に「1 つ 1 つのプレー、瞬間に打ち込む・集中する」という風だけにとってはい

ない。普段の生活、果ては競技と関係のない“些事”にとことんこだわることという風に解釈してい

る。その競技をしている時間だけで、結果を変えようと思っている人はいないと思う。結果を得るため

には、準備が必要であり、その準備がいかに大切であるかは誰もが心得ている。だけど、黒板を見るそ

の目が、相手を分析したり、自分より格上の人の技術を吸収したりする目であり、授業を受けるその頭

が、試合での状況や流れをも読むということに気が付いている人がどのくらいいるのだろう？教室に

落ちているゴミに気が付き、捨てられる人は、チームメイトへのさりげない気遣いができるだろうし、

英語の小テストで 1８点合格をよしとしない人は自分への厳しさを持ち、全体練習に満足することな

く、自主練習に励むんだろうね。「それはそれ、これはこれ」という声も聞こえてきそうだけれど、意

外とそうでもないんだよね～。やっぱり同じ人間のすることだから、どこかで必ず繋がってしまう。 

 コンマ何秒のタイムを縮めたいと考えているならば、日々のチャイム席を気にすればいいし、わず

か数センチで、勝利を逃してしまった人は、部室に置いてある靴を数センチも違わずそろえるところ

から始めるしかない。日々の生活・姿勢が自分自身の取り組み方、意識へと繋がっているのだと思

う。高２の夏休みがあっという間に過ぎ去ったね。切り替えていこう。 

 


